
東北大学電気・情報系の紹介

電気・情報系（工学研究科） www.ecei.tohoku.ac.jp

電気通信電子情報分野で世界最大級の研究組織
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情報科学研究科 www.is.tohoku.ac.jp
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２．電気・情報系の人員構成と予算
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第一級の研究に裏打ちされた高度な教育

３．電気・情報系の教育

目標： IT社会で期待される人材の育成

特徴： 電気・情報系一体運営

関連全分野を網羅する70研究室, 170人の教員群が参画

社会人リカレント教育の推進（本パネル４枚目参照）

課題

学部・大学院一貫教育

多様な大学院教育の実現

予 算 推 移
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情報シナジーセンター www.isc.tohoku.ac.jp

４．電気・情報系の研究

世界水準維持・発展のため一層の活性化・高度化

基盤研究から先端的研究にわたる幅広い研究を推進

産学官連携研究，地域連携研究を推進

８０年の伝統に裏打ちされた実績



電気通信研究所 www.riec.tohoku.ac.jp

社会人として現在の仕事を続けながら最新の知識・技術
を身につけるリカレント教育を強力に推進

●大学院生として学ぶ

社会人として一定の経験があれば，大学院の社会人特別選抜制度に出願ができます。合
格すれば，社会人大学院生として現在の仕事を続けながら学ぶことができ，修士，博士
の学位の取得が目指せます。

東北大学電気・情報系の研究室は，各研究室ごとに大学院工学研究科か情報科学研究科
のいずれかに所属しています。学びたい研究室が所属する研究科によって，工学研究科
か情報科学研究科かが決っていますので，対応する研究科の入学試験を受験してくださ
い。

●研究生・研究員として学ぶ

電気・情報系の各研究室では世界最先端の研究が行われています。各種研究員等として
その研究の一翼を担いつ，最先端研究を学ぶ道があります。

非常勤研究員，外国人研究員，研究生などさまざまな名称・区分があり，期間も14日か
ら最長5年まで様々です。国公私立大の教官・教員，民間等の研究者，大学院生など，
現職の身分を保持したまま研究員等になれる場合がほとんどです。

募集方法は名称・区分によって様々ですが，各研究室の教授を通して申請することにな
ります。

（詳細） http://www.ecei.tohoku.ac.jp/nyusi/info.html

（お問合せ）東北北大学工学部電子情報システム・応物系事務室教務係
TEL / FAX: 022-795-7186 / 7203
email:  kyoumu@ecei.tohoku.ac.jp

社会人リカレント教育社会人リカレント教育

研究基調テーマは「個性の輝くコミュニケーション」の実現

目指す方向

環境と共生

材料に知能を

生物に学ぶ

感性を伝える

創り出す文化

独創性を尊重する
伝統

フロンティアスピ
リットに富んだ人
材の育成

有能な人材資源の
発掘

５．電気・情報系の目指す文化

コミュニケーション＝心を伝える


